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年

頭

 の
 
こ
 
挨

拶

 

町
長
 
吉

田

桃

太

郎

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で
 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
二
年
の
輝
か
し
い
 

新
春
を
迎
え
て
栄
え
行
く
、
本
 

町
の
発
展
を
お
祝
い
で
き
ま
す
 

こ
と
は
、
私
の
心
か
ら
喜
び
と
 

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

昨
年
中
は
町
民
各
位
の
絶
大
 

な
る
ご
協
力
と
ご
努
力
に
よ
り
 

ま
し
て
、
初
期
の
目
的
を
達
成
 

出
来
、
よ
り
よ
き
町
政
の
実
を
 

挙
げ
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
 

こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
 

次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

本
年
も
上
、
下
水
道
事
業
、
 

道
路
の
整
備
、
土
木
事
業
、
農
 

業
、
商
業
の
振
興
対
策
、
産
炭
 

地
振
興
、
文
化
、
教
育
問
題
等
 

々
、
多
く
の
諸
問
題
が
山
積
さ
 

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
に
 

対
処
す
る
た
め
、
な
お
一
層
の
 

積
極
的
な
施
策
を
打
ち
出
し
そ
 

の
振
興
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

今
後
一
段
と
推
進
し
て
ま
い
り
 

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
理
 

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
 

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

年
頭
に
当
り
ま
し
て
、
本
町
 

の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
康
を
 

お
祈
り
し
て
私
の
ご
挨
拶
と
致
 

し
ま
す
。
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祝

日

に

は

 

国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
 

中
 
央
 

公
 

民
 

国
旗
は
国
の
し
る
し
で
あ
り
 

わ
が
日
本
で
は
明
治
三
年
一
月
 

二
十
七
日
太
政
官
布
告
に
よ
り
 

「
日
の
丸
」
を
も
っ
て
国
旗
と
 

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

「
日
の
丸
」
の
白
地
は
汚
れ
 

な
い
清
浄
潔
白
の
意
味
を
表
わ
 

し
、
赤
地
は
熱
心
、
誠
実
の
意
 

味
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
 

日
本
国
の
伝
統
と
日
本
民
族
の
 

理
想
を
こ
め
た
私
た
ち
の
象
徴
 

で
あ
り
ま
す
。
 

館
 

私
た
ち
は
、
昭
和
四
十
二
年
 

の
年
頭
に
あ
た
り
、
も
う
一
度
 

国
で
定
め
ら
れ
た
国
民
の
祝
日
‘
 

の
意
義
を
考
え
、
祝
日
に
は
全
 

町
全
戸
も
れ
な
く
「
日
の
丸
」
 

の
国
旗
を
揚
げ
国
の
発
展
と
私
 

た
ち
の
幸
福
を
祝
い
ま
し
ょ
 

・つ。 

国
民
の
祝
日
 

一
月
一
日
 

元
 
日
 

年
の
は
じ
め
を
祝
う
。
 

一
月
十
五
日
 

成
人
の
日
 

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
 

覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
 

う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
 

ま
す
。
 

二
月
十
一
日
 
建
国
記
念
の
日
 

国
民
が
民
族
と
し
て
の
共
同
 

意
識
と
日
本
人
と
し
て
の
自
 

覚
を
も
ち
つ
つ
、
遠
く
わ
が
 

国
の
成
立
を
し
の
び
、
先
人
 

の
文
化
遺
産
の
恩
恵
を
思
 

い
，
国
を
愛
し
国
の
発
展
を
 

願
う
心
を
養
う
。
 

三
月
二
十
一
日
 

春
分
の
日
 

自
然
を
た
た
え
、
生
物
を
い
 

つ
く
し
む
。
 

四
月
二
十
九
日
 
天
皇
誕
生
日
 

天
皇
の
誕
生
を
祝
う
。
 

五
月
三
日
 

憲
法
記
念
日
 

o
 
叫
 

日
大
 

打
を
記
念
 

し
、
国
の
度
I
を
期
す
る
。
 

五
月
五
日
 

こ
ど
も
の
日
 

こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
 

こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
 

と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る
。
 

九
月
十
五
日
 
敬
老
の
日
 

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
 

し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
長
 

寿
を
祝
う
。
 

九
月
二
十
四
日
 
秋
分
の
日
 

祖
先
を
う
や
ま
い
、
な
く
な
 

》 

新
春
の
一
月
十
五
日
、
新
 
ぜ
ひ
出
席
さ
れ
る
よ
う
御
案
『
 

『
・
フ
 
ン
ノ
、
サ
内
‘
、
こ
（
よ
つ
」
」
長
月
E
ー 

・
月
沿
ハ
 

ゾ
工
山
す
ノ
。
 

《 

》
め
に
、
中
央
公
民
館
に
お
い
 

》
て
昭
和
四
十
一
年
度
成
人
式
 

（
を
挙
行
し
ま
す
の
で
、
該
当
 

《
者
は
訪
問
着
等
華
美
な
服
装
 

~n
いH
」
舞
舞
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に
z
ーリA
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』
拷
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“
い
り
一
 

心
 

》
 

新
春
の
一
月
十
五
日
、
新
 

ら
し
く
成
人
に
な
っ
た
青
年
 

諸
君
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
 

『
は
さ
け
て
簡
素
な
服
装
で
、
 

っ
た
人
々
を
し
の
ぶ
。
 

十
月
十
日
 

体
育
の
日
 

ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
し
み
、
健
 

康
な
心
身
を
つ
ち
か
う
。
 

十
一
月
三
日
 
文
化
の
日
 

自
由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
 

を
す
す
め
る
。
 

＋
・
一
月
一
一
＋
主
日
 

勤
労
感
謝
の
日
 

勤
労
を
た
つ
と
び
，
生
産
を
 

祝
い
、
国
民
た
が
い
に
感
謝
 

し
あ
う
。
 

ぜ
ひ
出
席
さ
れ
る
よ
う
御
案
 

内
致
し
ま
す
。
 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
）
 

よ
り
 

・ 
」 

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
（
(
 

生
ま
れ
ま
で
の
方
 

』
（
 

該
当
者
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d
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‘
工
 

中
央
公
民
館
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

国
民
た
す
け
あ
い
連
動
の
一
 

環
と
し
て
昨
年
十
月
よ
り
十
一
一
 

月
に
か
け
、
赤
い
羽
根
募
金
 

盆
（
同
募
金
）
に
つ
き
ま
し
て
 

は
町
民
皆
様
の
深
い
お
理
解
に
 

よ
り
、
目
標
額
へ
達
す
る
こ
と
 

が
出
来
ま
し
た
事
を
厚
く
お
礼
 

申
し
上
げ
ま
す
。
募
金
の
使
途
 

に
つ
い
て
は
既
に
お
承
知
の
こ
 

と
と
思
い
ま
す
が
、
福
祉
施
設
 

等
に
有
意
義
に
使
用
さ
れ
ま
 

》
 

す。 今
後
と
も
こ
の
国
民
た
す
け
 

あ
い
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
 

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
 

お
、
こ
の
運
動
の
越
旨
に
深
く
 

お
理
解
頂
き
、
直
接
ご
協
力
下
 

さ
い
ま
し
た
婦
人
会
の
幹
部
民
 

牛
委
員
の
皆
さ
ま
に
本
紙
を
か
 

り
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
 

募
金
総
額
は
一
一
二
、
〇
二
〇
 

円
で
あ
り
ま
す
。
 

熱（麟 

あ

け

ま

し

て

お

め

で

 

と

う

ご

ざ

い

ま

す

 

名
誉
公
民
 

町
議
会
議
員
 

議
長
 

副
議
長
 

議
員
 

役
場
 

宇
都
宮
 
節
 

政
光
儀
七
郎
 

辰
島
藤
四
郎
 

中
村
岩
四
郎
 

稲
富
 
幹
雄
 

宮
本
 
政
兼
 

市
丸
 
勝
重
 

持
尾
 
繁
次
 

大
島
 

六
郎
 

金
山
 
玄
瞳
 

香
月
 

豊
 

植
高
 
滝
間
 

竹
本
あ
き
ら
 

大
井
 
政
到
 

木
下
 
正
則
 

清
水
 
義
雄
 

森
金
 
熊
蔵
 

松
本
 

雪
雄
 

大
島
 
陸
雄
 

吉
田
鹿
之
助
 

藤
元
 
俊
治
 

中
村
 

正
 

辰
島
 

保
 

池
長
 
幸
吉
 

守
田
 

保
 

槍
垣
 
米
蔵
 

米
家
 
荒
雄
 

吉
田
 
広
三
 

町
長
 

吉
田
桃
太
郎
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
 

金
田
町
国
民
健
康
 

保
険
運
営
協
議
会
 
会
長
 

大
 
井
 
政
 
則
 

明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
御
 

座
い
ま
す
。
 

輝
か
し
い
一
九
六
七
年
の
新
 

春
を
迎
え
被
保
険
者
、
皆
様
と
 

共
に
新
年
の
お
喜
び
を
申
上
げ
 

ま
す
。
国
保
の
利
用
者
も
年
毎
 

に
増
加
し
、
本
町
の
被
保
険
者
 

は
穴
八
一
世
帯
、
二
、
四
ニ
ハ
 

人
そ
の
予
算
額
も
一
二
、
四
九
 

三
千
円
で
あ
り
、
益
々
隆
昌
を
 

き
わ
め
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
お
正
月
を
国
保
を
背
に
 

病
院
で
迎
え
ら
れ
た
方
、
或
い
 

報
 
は
治
療
の
最
中
に
新
年
を
迎
え
 

ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と
 

町
 
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
全
快
 

‘
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

田
 

国
保
制
度
が
あ
れ
ば
こ
そ
有
 

事
に
備
え
て
憂
い
の
な
い
生
活
 

一
金
 

が
送
ら
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
も
 

金
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心
強
く
嬉
し
い
事
で
あ
り
ま
 

す
。
皆
さ
ん
方
お
承
知
の
よ
う
 

に
国
保
は
病
気
や
、
ケ
ガ
で
お
 

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
 

医
療
費
の
七
割
或
は
五
割
を
負
 

担
し
て
く
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

そ
の
運
営
資
金
と
し
て
皆
さ
 

ん
方
に
保
険
税
を
納
め
て
い
た
 

だ
き
、
国
の
負
担
と
合
せ
て
運
 

営
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
 

す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
資
金
に
は
 

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
 

費
が
ち
よ
っ
と
ふ
え
る
と
す
ぐ
 

赤
字
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

医
療
費
が
ふ
え
ま
す
と
そ
れ
 

に
応
じ
て
保
険
税
を
上
げ
る
の
 

が
た
て
ま
え
に
な
っ
て
お
り
ま
 

す。 そ
こ
で
皆
さ
ん
方
に
お
願
い
 

し
た
い
の
は
、
病
気
を
早
く
見
 

つ
け
早
く
治
す
よ
う
に
し
て
、
 

少
し
で
も
医
療
費
の
ム
ダ
づ
か
 

い
を
や
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。
 

日
本
人
は
世
界
で
も
無
類
の
 

薬
好
き
な
民
族
と
い
わ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
薬
さ
え
あ
れ
ば
何
で
 

も
か
ん
で
も
解
決
で
き
る
と
思
 

い
こ
む
非
科
学
的
な
態
度
、
こ
 

う
い
う
考
え
方
が
医
療
費
の
ム
 

ダ
を
よ
ぶ
わ
け
で
す
。
 

薬
や
注
射
だ
け
を
有
難
が
る
 

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

ほ
れ
て
通
え
ば
千
里
も
一
里
 

と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
 

こ
と
に
ほ
れ
る
と
い
う
心
理
的
 

効
果
は
絶
大
な
も
の
が
あ
り
ま
 

す
。
こ
れ
は
単
に
男
女
の
間
だ
 

け
で
な
く
気
を
病
む
病
気
に
お
 

い
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
 

す
。
一
度
お
医
者
さ
ん
を
き
め
 

た
か
ら
に
は
、
そ
の
人
を
信
用
 

し
通
す
く
ら
い
で
な
く
て
は
、
 

医
師
と
患
者
の
良
い
人
間
関
係
 

と
そ
れ
に
よ
る
医
療
の
効
果
は
 

上
が
り
ま
せ
ん
。
患
者
の
心
理
 

も
わ
か
り
ま
す
が
、
次
か
ら
次
 

へ
と
思
い
つ
き
で
お
医
者
さ
ん
 

を
あ
さ
っ
て
歩
く
と
い
う
よ
う
 

な
こ
と
だ
け
は
や
め
た
い
も
の
 

で
す
。
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
 

さ
ん
に
何
時
で
も
相
談
の
で
き
 

る
雰
囲
気
を
平
常
か
ら
作
っ
て
 

お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、
 

本
年
も
快
適
な
健
康
な
そ
し
て
 

幸
せ
な
一
年
を
送
る
よ
う
、
年
 

頭
に
当
り
お
願
い
し
、
か
く
あ
 

り
度
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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安
全
歩
行
の
た
め
に
（
2

) 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

踏
切
の
横
断
 

11 

踏
切
の
手
前
で
は
、
か
な
 

ら
ず
立
ち
止
ま
っ
て
、
列
車
が
 

こ
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
ま
 

し
ょ
う
。
》
方
か
ら
の
列
車
が
 

通
過
し
て
も
、
す
ぐ
反
対
方
向
 

か
ら
の
列
車
が
近
づ
い
て
く
る
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
十
分
 

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

12 

警
報
器
が
鳴
っ
て
い
る
と
 

き
や
、
遮
断
機
が
閉
じ
は
じ
め
 

て
か
ら
は
、
 
踏
切
に
は
い
っ
て
 

は
い
け
ま
せ
ん
。
半
遮
断
式
 

（
腕
木
が
半
分
）
の
遮
断
機
の
 

間
を
ぬ
っ
て
渡
る
こ
と
も
い
け
 

ま
せ
ん
。
 

身
体
の
不
自
由
な
人
は
 

13 

目
の
見
え
な
い
人
、
耳
が
 

お
 
象
＼
・
N
 

成
人
お
め
で
と
う
 

き
こ
え
な
い
人
、
足
の
不
自
由
 

な
人
な
ど
は
、
白
い
つ
え
を
持
 

っ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。
 

子
供
な
ど
に
対
し
て
は
 

14 

幼
児
を
連
れ
て
歩
道
の
な
 

い
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
右
手
 

で
幼
児
の
手
を
引
い
て
歩
き
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

15 

交
通
の
ひ
ん
ば
ん
な
道
路
 

や
、
踏
切
の
付
近
で
は
、
子
供
 

を
遊
ば
せ
た
り
、
幼
児
を
ひ
と
 

り
歩
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
。
と
 

く
に
道
路
上
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
 

ル
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
な
ど
 

は
危
険
で
す
。
た
と
え
よ
そ
の
 

子
供
で
も
、
あ
ぶ
な
い
場
所
で
 

遊
ん
で
、
ノ
と
き
は
注
意
し
て
 

お
 

、 

ソ。 

国
民
年
金
の
加
入
届
を
お
忘
れ
な
く
社
会
係
 

天
下
は
れ
て
一
人
前
に
な
る
 

の
が
二
＋
→
d
、
政
治
に
参
加
す
 

る
選
挙
権
も
で
き
れ
ば
、
民
法
 

で
成
人
の
あ
つ
か
い
も
さ
れ
る
 

の
で
す
？
 

昔
は
二
山
→
4
か
ら
徴
兵
検
査
 

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
福
祉
 

国
家
を
目
指
す
現
代
日
太
で
 

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
権
 

利
と
義
務
が
生
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
わ
が
国
の
社
会
 

保
障
制
度
の
ー
つ
で
、
老
令
年
 

金
、
障
害
年
金
、
母
子
、
準
母
 

子
、
遺
児
年
金
な
ど
が
あ
り
、
 

生
活
の
不
安
を
防
止
す
る
目
的
 

と
し
て
国
が
行
な
っ
て
い
る
制
 

度
で
す
。
 

す
で
に
会
社
や
官
庁
に
つ
と
 

め
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
 

年
金
が
あ
る
人
は
、
そ
の
年
金
 

●
、
‘
!
‘
、
‘
、
‘
'
'
'
‘
、
‘
!
‘
、
‘
I
‘
、
‘
I
'
!
‘
、
？
●
、
‘
‘
，
、
す
‘
、
‘
‘
、
一
，
、
I
ト
、
！
‘
、
，
‘
、
‘
 

議
会
だ
よ
り
 

昭
和
四
十
一
年
度
第
五
回
定
 

例
町
議
会
が
、
十
二
月
十
六
日
 

午
前
九
時
か
ら
金
田
町
議
会
議
 

事
堂
に
招
集
さ
れ
、
次
の
諸
議
 

案
（
七
件
）
が
慎
重
審
議
の
末
、
 

当
局
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
 

た。 
〇
田
川
市
ほ
か
七
カ
町
村
伝
染
 

一 

2

5

9

6

弱

6

 

(
‘
一
叩
妬
四
 
96 

5

t

 

一
き
 
加
 
94 

処

的

 

《
動
 
乙

g

も

も

出

亡

 

《
の
 

転

死

 

一
人
 

》
町
 

（
田
 
数

口

 

認

3

 

一
金
帯
 

男

女

 

》 

世

人

 

入

生

 

》 

転

出

 

金田町人の動き 

世帯数 2,202 

人 ロ 9,9妬 

男 4,749 

女 4, 996 

転入 認 転出 56 

出生 3 死亡 6 

病
院
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
 

す
る
規
約
に
つ
い
て
（
原
案
可
 

決） 
〇
金
田
町
税
条
例
の
一
部
改
正
 

条
例
に
つ
い
て
・
（
原
案
可
決
）
 

〇
金
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
 

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

金
田
町
七
区
 

竹
宗
 
進
氏
が
選
任
さ
れ
た
 

〇
昭
和
四
十
年
度
金
田
町
歳
入
 

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

（
原
案
認
定
）
 

※
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

歳
入
総
額
 

一
七
八
九
五
七
〇
六
四
円
 

歳
出
総
額
 

一
六
一
八
二
七
九
五
二
円
 

歳
入
歳
出
差
引
額
 

一
七
一
二
一
一
二
円
 

※
有
線
放
送
歳
入
歳
出
決
算
 

で
将
来
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
こ
の
よ
う
な
人
以
外
の
農
 

業
、
林
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
 

の
取
業
に
従
事
し
て
い
る
人
達
 

は
、
二
十
才
に
な
っ
た
ら
必
ず
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
日
本
 

人
で
あ
る
限
り
、
一
人
残
ら
ず
 

将
来
何
か
の
年
金
を
受
け
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

途
中
で
会
社
や
官
庁
に
勤
め
 

歳
入
総
額
 

四
〇
三
九
四
八
七
円
 

歳
出
総
額
 

111
五
一
一
〇
一
一
四
一
1
1
円
 

歳
入
歳
出
差
引
額
 

五
一
九
二
四
四
円
 

※
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
決
 

算
 歳

入
総
額
 

一
一
八
一
〇
七
五
七
円
 

歳
出
総
額
 

一
一
一
九
一
四
八
六
円
 

歳
入
歳
出
差
引
額
 

」
ハ
ー
九
一
一
七
一
円
 

※
上
水
道
歳
入
歳
出
決
算
 

八
四
七
九
〇
九
一
〇
円
 

歳
出
総
額
 

四
九
四
九
六
三
七
二
円
 

歳
入
歳
出
差
引
額
 

三
五
ニ
六
四
五
三
八
円
 

内
繰
越
明
許
費
繰
越
額
 

三
五
一
九
六
三
二
九
円
 

※
濯
概
排
水
歳
入
歳
出
決
算
 

16 

子
供
、
老
人
、
身
体
の
不
 

自
由
な
人
な
ど
が
道
路
や
踏
切
 

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
 

は
、
安
全
な
よ
う
に
手
を
か
し
 

た
り
、
合
図
を
し
た
り
し
て
あ
 

げ
ま
し
ょ
う
。
 

道
路
で
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
 

17 

信
号
機
の
近
く
に
信
号
機
 

と
似
た
色
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
 

設
け
た
り
。
道
路
標
識
の
近
く
 

に
広
告
看
板
を
設
け
た
り
し
て
 

は
い
け
ま
せ
ん
。
信
号
機
、
道
 

路
標
識
、
道
路
標
示
な
ど
の
安
 

全
施
設
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
 

18 

道
路
上
に
商
品
な
ど
を
陳
 

列
し
た
り
、
ご
み
箱
、
材
木
な
 

ど
を
放
置
し
た
り
し
て
は
い
け
 

ま
せ
ん
。
道
路
の
不
正
使
用
 

は
、
交
通
を
さ
ま
た
げ
る
ば
か
 

り
で
な
く
、
事
故
の
原
因
と
も
 

な
り
ま
す
。
 

19 

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
 

・十ふ 

一1 

や
め
ま
し
ょ
う
。
 

の
酒
に
酔
っ
て
、
道
路
上
を
ふ
 

ら
つ
く
こ
と
。
 

困
道
路
上
に
・
立
ち
止
ま
っ
た
 

り
、
す
わ
っ
た
り
、
ね
そ
べ
 

っ
た
り
す
る
こ
と
。
 

⑦
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で
 

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ゃ
ロ
ー
ラ
ー
 

ス
ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と
。
 

国
道
路
に
向
け
て
物
を
投
げ
た
 

り
、
発
射
し
た
り
す
る
こ
 

と
 

団
進
行
中
の
車
に
外
か
ら
つ
か
 

ま
る
こ
と
。
 

電
車
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
 

に
乗
る
と
き
は
 

20 

電
車
、
バ
ス
な
ど
に
と
び
 

乗
っ
た
り
、
と
び
降
り
た
り
し
 

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

21 

走
っ
て
い
る
車
の
中
か
 

ら
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
、
紙
 

く
ず
、
あ
き
か
ん
、
あ
き
び
ん
 

な
ど
を
投
げ
す
て
て
は
い
け
ま
 

せ
ん
。
 

22 

車
か
ら
降
り
る
と
き
に
 

は
、
左
側
か
ら
。
や
む
を
え
ず
 

右
側
か
ら
降
り
る
と
き
は
、
後
 

の
車
に
注
意
し
て
ド
ア
を
あ
け
 

ま
し
ょ
う
。
車
か
ら
降
り
て
、
 

そ
の
車
の
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
か
 

ら
横
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

車
を
運
転
す
る
人
に
対
し
て
は
 

器
 
こ
れ
か
ら
運
転
す
る
人
に
 

酒
を
す
す
め
た
り
、
無
免
許
の
 

人
に
運
転
を
頼
ん
だ
り
、
運
転
 

す
る
人
に
先
を
急
が
せ
て
む
や
 

み
に
速
度
を
出
さ
せ
る
よ
う
な
 

こ
と
な
ど
、
運
転
者
が
違
反
に
 

な
る
よ
う
な
，
」
1
一
し
て
は
い
 

け
ま
「
 

●
 
、
、
、
 

る
よ
う
に
な
っ
て
他
の
年
金
に
 

か
わ
っ
て
も
じ
ゆ
ず
つ
な
ぎ
方
 

式
で
通
算
し
ま
す
か
ら
、
全
く
 

損
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
が
昭
和
三
十
六
年
 

四
月
に
発
足
し
て
以
来
、
当
然
 

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
人
で
、
加
入
し
て
い
な
い
人
 

が
あ
り
ま
す
。
ヒ
の
よ
う
な
人
 

達
は
，
将
来
何
ん
の
年
金
も
受
 

け
ら
れ
な
い
気
の
毒
な
人
と
し
 

て
と
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

受
給
資
格
が
到
来
し
て
気
が
 

つ
い
て
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
 

歳
入
総
額
 八

六
四
五
四
三
円
 

歳
出
総
額
 八

六
四
五
四
三
円
 

歳
入
歳
出
差
引
 
な
し
 

〇
昭
和
四
十
一
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
「
第
三
口
巨
 

（
原
案
可
決
）
 

今
回
補
正
額
四
五
ー
ー
ハ
千
円
 

累
計
額
一
六
九
九
八
八
千
円
 

〇
昭
和
四
十
一
年
度
有
線
放
送
 

電
話
特
別
会
計
補
正
予
算
「
一
一
 

号」 

（
原
案
可
決
）
 

今
回
補
正
額
 

一
七
七
千
円
 

累
計
額
 
三
三
九
〇
千
円
 

〇
昭
和
四
十
一
年
度
水
道
特
別
 

会
計
補
正
予
算
「
第
三
号
」
 

（
原
案
可
決
）
 

今
回
補
正
額
一
三
七
八
千
円
 

累
計
額
 
三
一
二
〇
八
千
円
 

以
 
上
 

んo

国
取
 

老
令
年
 

金を「《 

必
要
な
期
 

間
が
定
め
ら
オ
 
年
令
に
応
じ
 

て
そ
の
期
間
短
縮
さ
れ
て
い
ま
 

す
が
、
、
昭
和
六
年
四
月
一
日
 

以
前
に
生
れ
た
人
は
、
今
す
ぐ
 

に
加
入
し
な
い
と
国
民
年
金
を
 

受
け
る
た
め
に
必
要
な
最
少
限
 

度
の
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
・
ノ
 

き
な
く
な
り
、
永
久
に
年
金
が
 

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
 

必
ず
加
入
の
手
続
さ
を
し
て
下
 

さ
い
。
 

助
役
 

村
上
 

渡 

収
入
役
 
貞
国
 

晋
 

総
務
課
 
藤
川
 
義
臣
 

寵
原
 
雄
次
 

春
永
 
正
義
 

早
川
 
正
春
 

幸
野
香
代
子
 

岩
本
 

益
見
 

吉
田
 
康
男
 

若
林
 
末
松
 

武
末
 
妙
子
 

生
野
 
伸
子
 

西
山
 
淳
子
 

花
石
 
正
人
 

林
 

末
子
 

石
井
 
康
文
 

住
民
課
 
犬
丸
 
文
雄
 

大
森
 

敏
 

田
中
 
純
生
 

吉
田
 
利
秋
 

藤
村
勢
津
子
 

和
田
 

正
気
 

和
田
フ
サ
ェ
 

勝
野
 

東
 

木
戸
 

市
岡
 

田
村
 

産
業
建
設
課
 
植
高
 

政
光
 

玉
井
 

林
 

辻
 

柳
沢
 

北
川
 

桑
野
 

税
務
課
 

鶴
田
 

田
村
 

植
高
 

寺
内
 

政
博
 

明
生
 

義
幸
 

弘
子
 

幸
子
 

芳
己
 

清
 

勝
信
 

淳
一
 

智
子
 

昌
良
 

清
水
 

恵
吉
 

繁
 

関
松
 

茂
樹
 

貞
美
 一

 

辰
島
 

一
明
 

吉
田
 
民
春
 

吉
田
 
信
子
 

企
画
水
道
課
 
大
熊
 
康
郷
 

荒
川
 
義
輝
 

小
西
 
泰
右
 

犬
丸
 
瑞
穂
 

高
橋
 
峯
男
 

香
月
 
健
次
 

河
井
比
佐
子
 

中
村
富
美
子
 

中
村
ッ
キ
ミ
 

富
岡
 

正
 

教
育
委
員
会
 

委
員
長
 

宇
都
宮
英
一
 

友
清
 
隆
雄
 

植
高
 
大
澄
 

桑
野
 
勝
正
 

島
津
 
幸
平
 

教
育
委
員
会
事
務
局
 

教
育
長
 

島
津
 
幸
平
 

稲
田
 
初
博
 

田
中
 
敏
子
 

充
指
導
主
事
 
香
月
 
利
国
 

中
央
公
民
館
 

館
長
 

原
田
 
豊
茂
 

阿
部
 
重
宏
 

田
中
 
靖
紀
 

嘱
託
 

中
村
 

功
 

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
会
 

宇
都
宮
 
節
 

武
末
 

ュ
キ
 

秋加 
吉治 

原 

馨
 

福
田
 
繁
文
 

豊
 

長
谷
川
英
彦
．
 

久
夫
 

中
村
 

正
 

伊
藤
 

環
 

清
水
 
義
雄
 

高
橋
 
峯
男
 

地
区
公
民
館
長
 

福
田
 
繁
文
 

荒
木
 
政
男
 

辰
島
 

生
 

木
下
 
亀
市
 

山
内
 

巌
 

花
本
 
惟
勝
 

消
防
出
初
式
 

（
下
田
川
四
ケ
町
ー
金
田
、
 

糸
田
、
方
城
、
赤
池
）
 

〇
日
時
 

一
月
八
日
（
日
曜
日
）
 

午
前
九
時
三
十
分
開
始
 

〇
場
所
 
金
田
小
学
校
々
庭
 

（
雨
天
の
場
合
は
同
校
講
堂
）
 

教育後援会へ 

の御寄付 

市
丸
 
治
殿
 

御
令
閣
様
榊
料
 

返
礼
と
し
て
 

小
、
中
学
校
へ
 

教
育
後
援
会
 

学
生
寮
入
寮
生
の
募
集
 

財
団
法
人
福
岡
県
購
和
記
念
 

奨
学
会
「
英
彦
寮
」
（
男
子
）
 

筑
紫
寮
（
女
子
）
の
入
寮
生
を
 

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
希
望
の
 

む
き
は
申
込
み
下
さ
い
。
 

一
、
申
込
み
場
所
は
県
庁
内
、
 

財
団
法
人
福
岡
県
講
和
記
念
 

奨
学
会
事
務
局
（
そ
の
他
提
 

出
書
類
添
付
書
等
に
つ
い
て
 

は
役
場
福
祉
係
で
お
尋
ね
下
 

さ
い
。
 

一
一
、
資
 

格
 

東
京
都
又
は
近
郊
の
大
学
に
 

新
た
に
入
学
す
る
学
生
で
、
 

保
護
者
が
県
内
に
現
住
所
一
 

カ
年
以
上
を
有
す
る
者
 

」
『
募
集
人
員
 

英
彦
寮
 
二
ー
ハ
名
（
男
子
）
 

筑
紫
寮
 

八
名
（
女
子
）
 

住
民
課
 

四
、
経
 
費
 

入
寮
金
 
五
、
〇
〇
〇
円
 

（
入
寮
時
一
時
払
）
 

使
用
料
 

一
、
〇
〇
〇
円
 

（
毎
月
払
）
 

寮
 
費
 
二
、
〇
〇
〇
円
 

（
毎
月
払
）
 

賄
 
費
 
約
」
『
 
九
〇
〇
円
 

（
一
日
ニ
食
毎
月
払
）
 

計
 

約
六
、
九
〇
〇
円
 

五
、
申
込
期
日
 

二
月
一
日
か
ら
三
月
十
日
迄
 

六
、
寮
の
所
在
地
 

山
英
彦
寮
 

東
京
都
目
黒
区
目
黒
本
町
一
 

丁
目
一
五
番
の
一
「
一
 

②
筑
紫
寮
 

墓
呆
都
中
野
区
仲
町
一
二
の
 

一
 

一
 

堀
 

勇
次
 

辻
 

悟
 

大
井
 
峯
失
 

江
頭
 
和
市
 

田
中
 
左
内
 

藤
林
 
俊
信
 

森
 

種
重
 

伊
藤
 
環
 

行
政
区
長
 

一
区
 

市
丸
 
脇
蔵
 

一一区 

辰
島
 
生
 

「
区
 

兼
本
 
俊一 

四
区
 

谷
頭
 

貢
 

五
区
 

藤
本
富
士
松
 

六
区
 

柴
田
 

薫
 

七
区
 

荒
木
 
政
男
 

八
区
 

桑
野
 
紋
次
 

九
区
 

槍
垣
 
米
蔵
 

区
長
代
理
 

高
見
町
 
伊
藤
 
園
義
 

太
 
陽
 
藤
林
 
俊
信
 

福
 
吉
 
山
下
兼
夫
 

農
業
委
員
会
 

会
 
長
 
吉
田
 

保
 

副
会
長
 
永
末
 
季
博
 

吉
田
桃
太
郎
 

大
島
 
陸
雄
 

相
原
清
一
郎
 

長
藤
 

勝
 

大
井
喜
四
郎
 

古
屋
 
隆
美
 

植
高
秋
太
郎
 

松
本
 
雪
雄
 

佐
藤
 
治
男
 

島
野
 

茂
 

大
島
 
虎
雄
 

辰
島
 

生
 

大
井
 
政
則
 

藤
本
杢
次
郎
 

‘
池
内
 

栄
作
 

桑
野
 
茂
則
 

和
田
政
次
郎
 

千
手
 
大
蔵
 

荒
木
兵
太
郎
 

大
堀
 
英
明
 

一
 


